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再犯防止推進に関する意識調査 

 

岩手県保健福祉部地域福祉課 

Ⅰ 趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの目的について 

  

国において、平成 28 年 12 月に「再犯の防止等の推進に関する法律」が施行され、国

と地方公共団体が適切な役割分担のもと、再犯の防止に関する施策を進めることとされ

ました。 

 本県は、新たな法律を踏まえ、関係機関・団体等との連携のもと、地域の実情に応じ

た再犯防止施策の検討を行い、令和３年３月に、岩手県再犯防止推進計画を策定しまし

た。 

本調査は、今後の県が進める再犯防止推進に関する施策の参考にするものです。また、

施策の対象が福祉等の特定分野ではなく地域社会の様々な範囲にわたることから、再犯

防止推進を重点的に知っていただく必要がある分野を探るため、調査を新たに実施する

ものです。 

趣旨を御理解の上、御協力いただきますようお願い申し上げます。 

  

用語の定義について 

 

●「再犯」 ： 犯罪をした人が再び犯罪をすること。 

●「再犯防止」 ： 犯罪をした人が立ち直り、再犯しないようにすること。 

 

●「再犯防止の推進」とは 

 再犯の防止等の推進に関する法律第 1条において、「国民の理解と協力を得つつ、犯罪

をした者等の円滑な社会復帰を促進すること等による再犯の防止等が犯罪対策において

重要であること」、「再犯防止を推進することによって国民が犯罪による被害を受けるこ

とを防止し、安全で安心して暮らせる社会を実現する」と示されています。 

本県でも、5 つの重点課題を設定し、県民や関係機関・団体等が一体となって、罪を

犯した人の社会復帰支援に取り組み、犯罪や非行が少なく、安全・安心に暮らせるまち

づくりの実現を目指すこととしています。 

 

●「岩手県再犯防止計画」とは 

 期間を 2021（令和３）年度から 2025（令和７）年度までの５年間としています。 

また、下記のとおり、５つの重点課題を設定しています。 

１ 就労・住居の確保、２ 保健医療・福祉サービスの利用の促進、３ 学校等と

連携した修学支援と非行防止の促進、４ 犯罪をした者等の特性に応じた取組、５ 国

及び市町村、民間団体等との連携による支援 
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Ⅱ 質問 

問１ 罪を犯した人が再び罪を犯すことなく円滑に社会復帰できるよう、国や県、市町村、

民間団体、企業が支援を行っています。次の再犯防止に関する言葉について、知って

いるものはありますか。（複数回答可） 

① 保護観察所 

② 保護司 

③ 更生保護施設 

④ 協力雇用主 

⑤ 社会を明るくする運動 

⑥ 更生保護女性会 

⑦ BBS 会 

⑧ 更生保護協会 

⑨ この中に知っているものはない 

 

問２ 再犯防止に関する県の取組について、知っているものはありますか。（複数回答可） 

① 岩手県再犯防止推進計画 

② 社会を明るくする運動による広報、啓発 

③ 更生保護団体への支援を通じた民間協力者の活動の促進 

④ 一般就労への移行が困難な生活困窮者に対する生活訓練や社会訓練 

⑤ 居住支援協議会を通じた住宅確保要配慮者への円滑な入居促進 

⑥ 依存症についての正しい知識と対処法を習得するための家族教室の開催  

⑦ 罪を犯した高齢者や障がいのある人に対する地域生活定着支援センターによる援助 

⑧ この中に知っているものはない 

 

問３ 再犯防止に関する関心について、あなたにあてはまるものを１つ選んでください。 

 ① 非常に関心がある 

 ② ある程度関心がある 

 ③ あまり関心がない 

 ④ 全く関心がない 

 ⑤ わからない 

 

問４ あなたは、再犯防止に関して広く県民の理解や関心を深めるためには、どのような取

組が必要だと思いますか。（複数回答可） 

 ① テレビや新聞などでの広報 

 ② ホームページや SNS での情報発信 

 ③ パンフレットやポスターでの広報 

 ④ 誰もが参加できるイベントの開催 

 ⑤ 地域や社会教育の場で話し合う機会を持つ 

 ⑥ 学校の授業や職場の研修で取り上げる 

 ⑦ その他（具体的に御記入ください。） 

 ⑧ わからない 
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問５ 罪を犯した人の社会復帰のためには、自らの努力を促すだけでなく、周囲の理解や支

援の輪を広げていく必要があります。あなたは、罪を犯した人の立ち直りにどのような

協力をしたいと思いますか。①～⑦のうちあてはまるものを３つまで選んでください。 

   なお、どれにも当てはまらない場合は、⑧を選んでください。 

① 罪を犯した人に継続的に助言や指導をしたい 

② 所属する企業や団体などで、協力雇用主として罪を犯した人を雇用したい 

③ 罪を犯した人の立ち直りを支援する団体にお金や品物を寄付したい 

④ 再犯防止に関するイベントやボランティアに参加したい 

⑤ 矯正展に参加したい 

⑥ 刑務所作業製品を購入したい 

⑦ その他（具体的に御記入ください。） 

 ⑧ 協力したいと思わない 

 

  ※ 「矯正展」： 矯正施設（刑務所、少年院及び少年刑務所）において、これらが果た

している役割を紹介し、さらに、受刑者・少年自身が日々職業訓練や各種教育活動に

努めていることについて、理解するために開催される催し 

 

問６ 刑務所を出た人のうち、住む場所がない人、仕事に就くことができない人、高齢者や

障がいのある人等は、再犯率が高いと言われています。あなたは、罪を犯した人が社会

復帰するために、どのような取組が必要だと思いますか。①～⑥のうちあてはまるもの

を３つまで選んでください。 

   なお、どれにも当てはまらない場合は、⑦を選んでください。 

① 刑事司法関係機関（刑務所、少年院、保護観察所等）による一人ひとりの問題性に

応じた、きめ細やかな指導や支援を充実する 

② 就労と住居を確保して安定した生活基盤を整える 

③ 罪を犯した高齢者や障がいのある人に対して、福祉サービスの利用を促進する 

④ 罪を犯した人が孤立しないよう相談できる関係性を築く支援者の存在 

⑤ 犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援をする 

⑥ その他（具体的に御記入ください。） 

⑦ わからない 

 

問７ 現在の再犯防止に関する支援施策は十分行われていると思いますか。あてはまるもの

１つ選んでください。 

 ① 十分だと思う 

 ② どちらかといえば十分だと思う 

 ③ どちらかといえば不十分だと思う 

 ④ 不十分だと思う 

 ⑤ わからない 
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問８ 県は、再犯防止に関してどのような施策に関して力を入れていくべきだと考えますか。

①～⑧のうちあてはまるものを３つまで選んでください。 

   なお、どれにも当てはまらない場合は、⑨を選んでください。 

 ① 理解促進や関心を醸成するための広報啓発活動 

 ② 保護司や更生保護団体等民間協力者に対する支援 

 ③ 罪を犯した高齢者や障がいのある人への福祉サービス利用に向けた援助 

④ 犯罪をした者等の就職・就労継続や住居の確保等のための支援 

⑤ 性犯罪者や薬物事犯者に対しプログラムを実施する等の専門的支援 

⑥ 犯罪をした者等やその家族、支援者等からの相談への対応 

⑦ 市町村が定める再犯防止推進計画の促進への支援 

⑧ その他（具体的に御記入ください。） 

⑨ わからない 

 

問９ 問８で回答した施策は、具体的にどのような内容を行うのがよいと考えますか。 

※ 問８で選択肢①～⑦を選択した方のみ自由回答 

 

問 10 市町村は、再犯防止に関してどのような施策に関して力を入れていくべきだと考え

ますか。①～⑧のうちあてはまるものを３つまで選んでください。 

    なお、どれにも当てはまらない場合は、⑨を選んでください。 

 ① 理解促進や関心を醸成するための広報啓発活動 

 ② 保護司や更生保護団体等民間協力者に対する支援 

③ 罪を犯した高齢者や障がいのある人への福祉サービス利用に向けた援助 

④ 犯罪をした者等の就職・就労継続や住居の確保等のための支援 

⑤ 性犯罪者や薬物事犯者に対しプログラムを実施する等の専門的支援 

⑥ 犯罪をした者等やその家族、支援者等からの相談への対応 

⑦ 市町村再犯防止推進計画の策定、推進 

⑧ その他（具体的に御記入ください。） 

⑨ わからない 

  

問 11 問 10 で回答した施策は、具体的にどのような内容を行うのがよいと考えますか。 

※ 問 10 で選択肢①～⑦を選択した方のみ自由回答 
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最後に、あなた御自身についてお伺いします。当てはまる項目をお選びください。 

（１）性別 

 ① 男性 

② 女性 

③ その他 

④ 答えたくない 

 

（２）年齢層 

 ① 18 歳～20歳代 

② 30 歳代 

③ 40 歳代 

④ 50 歳代 

⑤ 60 歳代 

⑥ 70 歳代 

⑦ 80 歳代以上 

 

（３）お住まいの地域 

  ① 盛岡広域振興局所管地域 

（盛岡市、八幡平市、滝沢市、雫石町、葛巻町、岩手町、紫波町、矢巾町） 

  ② 県南広域振興局所管地域 

（花巻市、北上市、遠野市、一関市、奥州市、西和賀町、金ケ崎町、平泉町） 

  ③ 沿岸広域振興局所管地域 

（宮古市、大船渡市、陸前高田市、釜石市、住田町、大槌町、山田町、岩泉町、田

野畑村） 

  ④ 県北広域振興局所管地域 

（久慈市、二戸市、普代村、軽米町、野田村、九戸村、洋野町、一戸町） 

 

 
質問は終わりです。御協力ありがとうございました。 


